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２．研究業績要旨（1,000字以内） 

 

哺乳類では血中アミノ酸の各濃度は共通で、摂取蛋白質のアミノ酸組成により生じる

変動を抑制する仕組みにより一日中ほぼ一定である。特定の必須アミノ酸欠乏ではそれ

を含む食物の選択摂取を高めて充足するが、困難な場合、生命活動の維持を優先し体蛋

白質を分解して補充する。アミノ酸恒常性は、生命活動に必要な蛋白質、核酸、エネル

ギーなどを産生する上での前提である。 

リジン欠乏をモデルした研究結果から欠乏の認知と適応での仕組みは、視床下部外側

野を中心に摂食や嗜好性に関わる中枢にリジンに対する感受性が高まり、並行して脳内

や血中のリジンの情報、リジン摂取後の消化器の迷走神経応答およびその入力野の延髄

孤束核で生じるリジンに鋭敏に応答する可塑性が生じ、その担い手はアクチビンＡであ

った。リジン欠乏ラットはリジンの定量的摂取を学習し、恒常性の回復により食欲の正

常化とグルタミン酸嗜好性を示したが、リジン欠乏時に示した食塩嗜好性は低下した。

この記憶は長期保持され、他のアミノ酸欠乏にも速やかに適応できた。リジン欠乏ラッ

トのリジン摂取後の脳の応答性を機能型 MRI(4.7T)で見ると、食欲や栄養素摂取、記憶

と学習に関わる中枢が応答した。加えてリジン特有の手がかり音、味や匂い等の情報と

連合して外側野ニューロンは応答する様な高次の可塑性も示した。 又、ラットは蛋白

質栄養状態が良好ならグルタミン酸を嗜好し、失調時は食塩とグリシンを嗜好するが、

リジンに限らず他の必須アミノ酸欠乏状態でも同様である。グルタミン酸のうま味刺激

は蛋白質摂取のマーカーの他に、胃の迷走神経求心性線維ではグルタミン酸のみ応答し、

糖や食塩、他のアミノ酸には応答を示さないことから、食物摂取の認知とその後の消化

吸収、代謝を調節していると考えられる。従ってグルタミン酸が含まれないアミノ酸食

摂取ラットは全身状態が悪化し、脂肪蓄積や窒素平衡の悪化を生じた。加えてグルタミ

ン酸のラット胃内投与後の機能型 MRI による脳の応答から、記憶学習と食事性産熱とに

関係する中枢の活動を介してアミノ酸を含めた生体恒常性を維持しつつ、過食にともな

う肥満を抑え、おいしく食べて健康づくりに貢献していると考えられる。  
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